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掛川市教育委員会定例会会議議事録
教育委員会事務局

会議の名称 平成23年11月掛川市教育委員会定例会

場 所 掛川市役所南館 教育委員会室

開 催 日 時 平成23年11月30日(水) 午後３時00分から午後５時30分まで

次回開催日 平成23年12月21日(水)

出 席 者
委員長 小野惠美子 教育政策課長 鈴木利之
委員長職務代理者 松下一徳 学務課長 中根純一
教育委員 平松季哲 学校教育課主席指導主事 落合浩美
教育委員 山本和子 幼児教育課長 佐藤益男
教育長 杉浦靖彦 社会教育課長 大川原淳哲
教育次長 竹原照彦 図書館長 綱取清貴

教育政策課主幹 太田英之
教育政策課指導主事 小関昌典
教育政策課調整庶務係長 川岸道子

【会議次第】

１ 開会

２ 10月教育委員会定例会会議録の承認について

３ 教育長の報告

（事務報告及び行事予定）

４ 協議事項について

(1) 学校評議員の委嘱について

(2) 平成24年度掛川市教育委員会研究指定について

(3) 児童生徒の事故経過報告について

(4) 掛川市いこいの広場条例施行規則の一部を改正する規則について

(5) 掛川市安養寺運動公園条例施行規則の一部を改正する規則について

(6) 掛川市下垂木多目的広場条例施行規則の一部を改正する規則について

(7) 掛川市海洋センター条例施行規則の一部を改正する規則について

(8) 掛川市大東体育施設条例施行規則の一部を改正する規則について

(9) 東遠カルチャーパーク総合体育館条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて

(10) 掛川市大須賀体育施設条例施行規則の一部を改正する規則について

(11) 平成24年度教育委員会事務局当初予算編成について

(12) 組織機構構想について

５ 報告事項

(1) 平成23年度「かけがわ教育の日」について

(2) 平成24年 2月14日支給分の子ども手当からの天引きについて

(3) 教職員の不祥事根絶への取組について

(4) 平成24年度全国学力・学習状況調査における掛川市の参加について

(5) 平成24年度掛川市特別支援学級及び通級指導教室の開設について

(6) 放射線等に関する防災教育研修会について

(7) 掛川市乳幼児教育振興計画策定事業について

(8) 平成２４年掛川市成人式について

(9) 公の施設の指定管理者候補者の決定について
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(10) ｢かけがわ図書館フェスティバル2011｣の実施状況について

(11) 静岡茶普及促進PR事業(呈茶サービス)の実施について

(12) 平成２３年１１月市議会定例会日程について

６ その他

(1) 次回定例会の日程等について

７ 閉 会

【議決事項】

１ 学校評議員の委嘱について

学校教育課主席指導主事

規則及び設置要綱により掛川市公立学校評議員を委嘱する。

〈質疑・意見〉

なし

。審議の結果、本議案は原案どおり承認された

２ 平成24年度掛川市教育委員会研究指定について

学校教育課主席指導主事

研究指定校は、生き方科研究、確かな学力、中学校学園化構想を課題に決定していく。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

３ 児童生徒の事故経過報告について

学校教育課主席指導主事

事故再発防止に向けての調査依頼に対する報告内容について説明した。

〈質疑・意見〉

委 員： 校外を使って、マラソンとかクラブ活動を中学校ではやっているか。

事務局： 校外を使用する場合もあると思う。視野に入る程度の外周を使用しているものはあ

ると思う。

委 員： その場合の指導や監督はどうなっているのか。

事務局： 県からの通知で、マラソンや持久走の練習や大会をするにあたっては先導者や後尾

者をつけて、コース上には300～500メートルごとに観察者を置いて指導することが望

ましいとされている。

委 員： マラソン大会には全職員で対応するが、一つの部活に２人いることはほとんどない

のではないか。

事務局： 現実には大変厳しい条件ではあるが準拠しなければならないと思う。

委 員： マラソンを止めてしまうと、体力とか意思の力、がんばるという力を十分に伸ばせ

ないのでどこの学校でもやっていると思うが、非常に危険を伴うと思うので注意が必

要である。
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審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

４ 掛川市いこいの広場条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

５ 掛川市安養寺運動公園条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

６ 掛川市下垂木多目的広場条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

７ 掛川市海洋センター条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

８ 掛川市大東体育施設条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

９ 東遠カルチャーパーク総合体育館条例施行規則の一部を改正する規則について
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社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

１０ 掛川市大須賀体育施設条例施行規則の一部を改正する規則について

社会教育課長

利用料金制の導入に伴い規則を改正する。

〈質疑・意見〉

なし

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

１１ 平成24年度教育委員会事務局当初予算編成について

教育次長

教育委員会主要施策及び当初予算主要事業等要求額について説明した。

〈質疑・意見〉

委 員： 大浜中校舎の補強事業ははどのようになるのか。

事務局： まず耐震補強を行う。他には３階から上に外階段を付け屋上に上がれるようにする。

それには外に出られるようドアをつけ、屋上には手すりを作る計画をしている。大坂

小もほぼ同じである。千浜小は標高が１０ｍ以上あるためそれについてはやらない。

委 員： 城内の公会堂は武器庫とか言われていたと思うがどうか。

事務局： 武器庫ではない。年代的には古いが位置的に考えると城内にあった蔵のひとつと思

われるが、だいぶ手が入っていて原形をとどめないくらいに改造がされている。建物

もだいぶ傷んでいるので危険でもあり解体をし、昔の骨組みが残っているところもあ

るので調査しながら記録に残しておくことにしたい。

審議の結果、本議案は原案どおり承認された。

１２ 組織機構構想について

幼児教育課長

（県内でも教育委員会の組織に変化が見られるので、当市についても組織について意見を

いただく。）

国の動きのある幼児教育課から資料に基づき子育て支援事業の概要について説明した。

〈質疑・意見〉

委 員： 組織改革はきちんとした大きなビジョンが見えないと改革をする方針が見えない。

今のように分かれていて何が問題なのか、生涯学習とか幼児・児童・生徒の教育とい

う事なら、最後には教育委員会が引き受けて何とかするが、今の問題は何なのか。

例えば、待機児童が減らないとかその程度の問題なら組織を触らなくても良い。も

っと大きな根本に関わる問題があるのか、その辺を聞いてからということで今日は結

論が出ません。
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委 員： 1年むこうへいっても、その間にゆっくりこういう話し合いをして、教育委員会と

して話ができれば良いと思う。

審議の結果、本議案は継続審議とされた。

【報告事項】

１ 平成23年度「かけがわ教育の日」について

教育政策課指導主事から実施状況について報告した。

２ 平成24年 2月14日支給分の子ども手当からの天引きについて

教育政策課長から制度説明と処理方法について報告した。

３ 教職員の不祥事根絶への取組について

学校教育課主席指導主事から該当案件について報告した。

４ 平成24年度全国学力・学習状況調査における掛川市の参加について

学校教育課主席指導主事から24年度調査の方向性について報告した。

５ 平成24年度掛川市特別支援学級及び通級指導教室の開設について

学校教育課主席指導主事から開設申請と経過について報告した。

６ 放射線等に関する防災教育研修会について

学校教育課主席指導主事から研修会の開催について報告した。

７ 掛川市乳幼児教育振興計画策定事業について

幼児教育課長から乳幼児教育振興計画について中間報告した。

委 員： 幼保を一体化するという理念は分かるが民営化の理由とメリットは。

事務局： 北部は基本的に公設民営という目標でやってきた。今後の整備再編については民で

できるものは民でという思いもある。いま南部の幼稚園は公立、保育園はすべて民営

である。課題としては小規模園化しているので、再編していくについては幼保一体と

いうことで民営化できるものは進めていきたい。

公でも民でも同等の教育が提供できるようにということで、教育委員会が園訪問さ

せていただいて同じ資質が保てるようお願いしている。

委 員： いまは公立の園を訪問すると地域の中学生や小学生との交流の話を聞くが、民営化

されそちらのウエイトが大きくなったとき、学園化構想のバランスが崩れてしまうの

ではないか。

事務局： 幼小中一貫研として長くやってきて、それに保を加え保幼小中一貫研とし、その進

化形として学園化と言う名称を使っている。保幼小中一貫教育には歴史がある。公立

だけでなく私立も入って連携している。今回城東中学校区でやる中には民間の城東保

育園もあるので輪の中に入っている。今ある公設民営の幼保園でも地域との連携をや

っている。

委 員： 公設と民営の職員の待遇はどうか。
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事務局： 違ってくる。同じ幼保園でも学校法人と福祉法人では違いはある。条件も違うので

園によっても違ってくる。いろんな問題があると思うので配慮必要である。

８ 平成２４年掛川市成人式について

社会教育課長から記念事業の式典について報告した。

９ 公の施設の指定管理者候補者の決定について

社会教育課長から社会体育施設の指定管理者候補者の決定について報告した。

１０ ｢かけがわ図書館フェスティバル2011｣の実施状況について

図書館長から図書館フェスティバルの実施状況について報告した。

１１ 静岡茶普及促進PR事業(呈茶サービス)の実施について

図書館長から中央図書館での呈茶サービス実施について報告した。

１２ 平成２３年１１月市議会定例会日程について

教育政策課主幹から当該案件について報告した。


